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ＮＥＣグループビジョン２０１７

NEC Group Vision 2017

To be a leading global company
leveraging the power of innovation
to realize an information society
friendly to humans and the earth

人と地球にやさしい情報社会を

イノベーションで実現する

グローバルリーディングカンパニー
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新しいＮＥＣブランド

ブロードバンド＆モバイルが、

あなたのコミュニケーションスタイルを変えていく
～２００２年～

人が生きる。豊かに生きる。
～２０１４年～
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社会価値創造型企業へ

ＩＣＴで世界中の社会インフラの高度化を支える

社会課題の解決を成長機会と捉え、新たなビジネスモデルを確立

安全・安心・効率的・公平で豊かな社会の実現

社会ソリューション事業

社会価値創造型企業へ変革
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本日の内容

１．これからの社会の姿

２．豊かな社会に向けた取り組み

３．ＩＣＴによる社会価値創造
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１．これからの社会の姿

２．豊かな社会に向けた取り組み

３．ＩＣＴによる社会価値創造
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これからの社会 ～２０５０年のグローバル社会～

エネルギー需要

倍1.8
食料需要

倍1.7
温室効果ガス

倍1.5
水需要

倍1.6

世界人口70億人 億人90
世界経済規模 倍４

（現在 ⇒ 2050年）

（出典 ： 国連、ＦＡＯ、ＯＥＣＤ、ＰＷＣ、ＩＭＦ）

人口爆発・経済拡大・都市化 ⇒ 世界の人々の暮らしや価値観の多様化

資源枯渇・食・水・災害・環境 ⇒ 世界規模の問題の複雑化

都市に住む人口50％ %70
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日本を取り巻く環境の変化～２０３０年の日本社会～

２０３０年

※30年以内の発生確率

●都市圏への人口集中（東京圏の総人口に占める割合）

●６５歳以上の高齢者の占める割合の増加

●訪日外国人の増加（観光・ビジネス）

3,000 万人／年間

●首都直下地震（Ｍ７以上）の発生確率 70 ％

●労働人口（１５～６４歳）の減少 6,800

出典：国立社会保障・人口問題研究所、国土交通省、日本政府観光局、日本再興戦略、文部科学省

23 ％

8,100 万人 万人

860 万人／年間

28

※2030年 目標値

※2030年 推計値

12,800 万人 11,600万人

※2030年 予測値

●日本の総人口減少

数値は概算値

多様化・複雑化する社会に日本は世界に先駆けて突入する。

東京五輪が開催される２０２０年は日本にとって大きな変化点。

２０５０年
２０２０年

東京五輪

※2010年 実績値

２０１０年

32 ％

※2030年 予測値

％
※2010年 推計値 30 ％

※2030年 推計値

※2010年 推計値

※2010年 実績値

※2010年 実績値

総人口減

都市化率増

訪日外国人

労働人口減

高齢化率増

災害脅威
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めざす社会の姿

公平・効率

安心・安全

国籍・民族・年齢・性別・身体の
ハンディキャップなどの壁を超え

人口過密化・サイバー・自然災害
など複雑化した危険・危機から

Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ

Ｓａｆｅｒ Ｃｉｔｉｅｓ

多様な価値を共有し
新たな価値を創発する社会

あらゆるレベルで人々の
生命・暮しを守る社会

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
社
会

社会の変化 豊かな社会
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１．これからの社会の姿

２．豊かな社会に向けた取り組み

３．ＩＣＴによる社会価値創造
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豊かな社会

社会ソリューションの方向性

社会価値 l効率・公平

ＩＣＴの進展

ソリューション
社会

ソリューション

Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｓａｆｅｒ Ｃｉｔｉｅｓ

l安心・安全

＆

豊かな社会の実現にＩＣＴが寄与できることは多数ある。
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豊かな社会に寄与するＩＣＴ

現在

ＩＣＴ 技術の進展

２０２０年頃

３つのＩＣＴトレンドを“Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ”“Ｓａｆｅｒ Ｃｉｔｉｅｓ”に活用。

１兆個のセンサー普及し実社会情報の種類・質・目的も
多様化。組み込み技術によりｳｪｱﾗﾌﾞﾙな端末が登場。

ｾﾝｼﾝｸﾞ
端末・ﾃﾞﾊﾞｲｽ

映像高精細化

ﾊﾞｲｵﾒﾄﾘｸｽ

4k/8kで人の目に到達。更なる高精細化により、人の目
を超える映像センシングへ。

指紋・虹彩・静脈・掌などの認証精度が向上
顔認証は表情から人の感情をも認識。

過去の事実を対象とした「ｱﾅﾘﾃｨｸｽ」を超えた未知事象
の「予知・予測」。機械学習が進化し知識補完、人の行動
や心理をモデル化して適切に誘導することも可能に。

セーフティ

クラウド／

次世代ＮＷ

ｸﾗｳﾄﾞ
ｿｰｼｬﾙ

ｱｸﾁｭｴｰｼｮﾝ
（制御・誘導）

ﾓﾊﾞｲﾙ 100G無線LAN、災害時にも繋がる強い通信回線が実用化。

データの処理時間が大幅に短縮しリアルタイム性が向上。
知的生産力を多数の人々から少量ずつ調達・集約する
ソーシャルサービスなどで作業効率も飛躍的にアップ。

ﾈｯﾄﾜｰｸ ｿﾌﾄｳｪｱ処理によりﾈｯﾄﾜｰｸのﾘｿｰｽを動的に制御。

「モノの制御」「ヒトの誘導」からなるｱｸﾁｭｴｰｼｮﾝにより、
自動運転、ロボット、群衆誘導、防災避難などの社会価
値を創造。

ﾃﾞｼｼﾞｮﾝ

・
・
・

豊かな社会の実現に向けた

ＩＣＴトレンド

ビックデータ
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多様な価値を共有し新たな価値を創発する社会

多様な人々の知的生産力を少量ずつ調達・集約することで効率を飛躍的に向上。

様々な壁の解消

知の集約・協働

ＩＣＴ活用によるＤｉｖｅｒｓｉｔｙへの寄与（例）

●参加型天気予報
～気象データ（官）と投稿（民）の協働～

ウェザーリポート：

●クラウドソーシング
～国境の壁を超えた世界の知の集約～

クラウドメド： http://weathernews.jp/https://www.crowdmed.com/

ビックデータ

クラウド／

次世代ＮＷ

機械学習の進化

⇒個人の知識の補完

クラウドや
ソーシャルネットワークの進化

⇒多様なコミュニティ形成
＆

難病患者の診断・治療法を世界中
の医師・患者・研究者から募集し、

助言を行う

難病患者の診断・治療法を世界中
の医師・患者・研究者から募集し、

助言を行う

気象情報と参加者の投稿に
よる新しい天気予報

気象情報と参加者の投稿に
よる新しい天気予報

Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ

http://weathernews.jp/
https://www.crowdmed.com/
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あらゆるレベルで人々の生命・暮しを守る社会

ＩＣＴ活用によるＳａｆｅｒ Ｃｉｔｉｅｓへの寄与（例）

●防災・危機管理（スマート交通）●健康・医療（テーラーメイド医療）

セーフティ

ビックデータ 危険を避ける

生命を守る

センサーの高機能化

⇒精密な状況把握
安全な制御

大量センサー情報分析

⇒予測精度の向上

＆

生体・高機能センサーの情報を高度に解析。一人ひとりの健康と暮らしを守る。

Ｓａｆｅｒ Ｃｉｔｉｅｓ

渋滞個所を予測。
回避プランに基づ

いた自動運転

渋滞個所を予測。
回避プランに基づ

いた自動運転

患者の個人差に配慮して、各個人に
適切な医療を提供

患者の個人差に配慮して、各個人に
適切な医療を提供

平時 災害時

交通機関の連携
の最適解を予測
救助・物資輸送を

迅速化。

交通機関の連携
の最適解を予測
救助・物資輸送を

迅速化。

交通機関
連携

救助活動

物資輸送
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１．これからの社会の姿

２．豊かな社会に向けた取り組み

３．ＩＣＴによる社会価値創造
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国内のＩＣＴ活用動向（これまで）

国内ＩCＴ市場規模は２０兆円弱でここ数年は低成長。経営の最大関心事はコスト削減。
ＩＣＴは“効率化・コスト削減”ためのイノベーション（＝守りの手段）を提供。

ＣＩＯの認識する経営課題

出典：IDC Japan「2013年国内CIO調査：ITサービス／アウトソーシング利用
実態」（J13260103、2013年6月）のデータをもとに弊社にて作成

※1,552社のCIOへのアンケート調査、複数回答（5つまで）。
上位5位を抽出。

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

新規顧客
の獲得

コスト
削減

営業力の
強化

人材育成 顧客

サービスの
強化

ＣＩＯのベンダー選定基準

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

価格 技術力 コスト削減に
向けた提案力

導入後の
サポート

対応の
速さ

●国内ＩＣＴ市場動向 リーマンショック（2009年）以降もＩＣＴ市場の回復は鈍化。

出典：Ｇａｒｔｎｅｒのデータをもとに弊社にて作成

2009年

2012年

9.7（兆円） 2.1 5.0 0.8 1.3

ＩＴサービス ｿﾌﾄｳｪｱ 通信ｻｰﾋﾞｽ ﾃﾞｰﾀ
ｾﾝﾀｰ

ﾃﾞﾊﾞ
ｲｽ

18.9兆円

18.7兆円

市場規模

10.1（兆円） 2.0 4.4 0.8 1.3

CAGR（09-12）
-0.4%
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イノベーションへの期待（これから）

守りから“攻め”へ、新たなＩＣＴのムーブメント（需要喚起）が重要。

出典：Ｇａｒｔｎｅｒ（２０１１）

2017年までに、
ＣＩＯよりＣＭＯの
ＩＴ支出が大きくな
ると予測

過去、会社経営に貢献したイノベーションと
今後、会社経営に最も貢献するイノベーション

出典：GE「GEグローバル・イノベーション・バロメーター」

過去

今後42%

47%

54%

58%

70%

58%

58%

70%

41%

40%

51%

46%

83%

32%

40%

43%

ローカルニーズへの対応

サステナブルな製品・サービス

より安価な新製品・サービス

収益性の高い新ビジネスプロセス

既存の製品サービスの改善

新ビジネスモデルの開発

新しい顧客サービスの開発

これまでにない新製品・サービス

（日本） 今後は攻めの経営へ （グローバル） 世界も守りから攻めへ

今後は国内も守りから”攻めのイノベーション”へ投資意欲が高まる。
グローバルではＩＣＴを“攻めの手段”へ大きく転じると予測。

過去、会社経営に貢献したイノベーションと
今後、会社経営に最も貢献するイノベーション

既存の製品サービスの改善

これまでにない新製品・サービス

収益性の高い新ビジネスプロセス

より安価な新製品・サービス

ﾛｰｶﾙﾆｰｽﾞに添う製品ｶｽﾀﾏｲｽﾞ

83%
79%

63%
66%

61%
63%

56%
56%

55%
53%

（参考）

過去

今後

出典：GE「GEグローバル・イノベーション・バロメーター」、上位5つを抽出
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（参考）日米での非ＩＴ部門のＩＴ投資の違い

米国では非ＩＴ部門※の約８割はＩＴ投資に対してきわめて重要と考えている一方で、日
本は２割に留まる。 ※非ＩＴ部門：企業戦略を担う経営層や事業部門等

ＩＴ予算も米国の非ＩＴ部門の８割は増加の意向があるのに対し、日本では４割と低い。

ＩＴ/情報システム投資の重要性ＩＴ/情報システム投資の重要性 ＩＴ予算の増減見通しＩＴ予算の増減見通し

日本
（ｎ＝２１６）

３４社

約１６％

１１４
社

５２
社

１６
社

米国
（ｎ＝１９４）

１４６社

約７５％
３８
社

７
社

３
社

２０
％

０
％

４０
％

６０
％

１００
％

８０
％

きわめて重要

重要

どちらとも言えない

あまり重要ではない

日本
（ｎ＝２１６） ８６社

約４０％
１０７

社

２３
社

米国
（ｎ＝１９４）

１５６社

約８０％
３７
社

１
社

２０
％

０
％

４０
％

６０
％

１００
％

８０
％

増える傾向にある

変わらない

減る方向にある

出典：ＪＥＩＴＡ「ＩＴ経営に対する日米企業の相違分析」（２０１３年１０月）より抜粋
アンケート回答者は経営者、およびIT部門以外（事業部、営業、マーケティング、経営企画）のマネージャー職以上。
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“攻めのＩＣＴへ” 需要喚起に向けた課題と解決の方向性

リーンスタートアップ※をベースとした

仮説検証サイクルによる社会システムへの実装（イメージ）

※リーンスタートアップ：
実用最低限の製品やサービスを作り、価値を検証しながら新規事業の成功率を高める手法

【価値の実感】
ＩＣＴが投資に見合う効

果を出せるか？

【変化への対応力】
激しく変化する事業環境

に追随できるか？

多
様
化
・複
雑
化
す
る
社
会

課題

解決の方向性

チーム／
コミュニティ

（共創）

価値創造（企画） 仮説検証サイクル
社会システム

への実装

提供
（検証）

学習
（方針転換）

価値
（仮説）

ＭＶＰ
開発

運用・
計測

システム
学習

ユーザーの声を直接聞き
何に価値があるのかを理解

→机上検討の限界を越える

Minimum Viable Product
（実用最小限の製品）

素早い学習から方針転換
→過去の成功体験に縛られない

価値を事実で語る
→価値創造の死の谷を越える

仮説検証の継続

リーンスタート
アップ※

知恵・アイデア

社会・市場・技術動向

ＩＣＴの価値実感、変化対応力を仮説検証サイクルで実証。社会システムへ徐々に実装する。

予測困難・予期せぬ
市場の変化

ＩＣＴ投資に対する
効果・対価の保証
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Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙへの適用イメージ ①知の集結（弊社事例）

組織の壁を超え“高い志”と“地に足の着いた事業”を仮説検証サイクルで実践

様々なコミュニティ形成・知の集結を支えるＩＣＴ。

2012年5月～
社内向けのグローバルビジネスのためのエンタープライ
ズソーシャルネットワーク。主な機能はドキュメントシェ
ア、ディスカッションボード、スケジューラ等。

ビックデータ

クラウド／

次世代ＮＷ

＆

2010年4月～
NECグループに所属する中小企業診断
士のインフォーマルな集合体。グループ
13社100名強で構成。メンバーの年代
も20代から50代、職種も営業、SE、開
発、企画と幅広い。他社診断士会との
交流や経営陣との提言活動を実施。

仮説検証サイクル

2012年7月～
新事業のアイデアをグループ全体から公
募し、新事業として育成する制度。数百
名の応募者数の中から採択された案件
は戦略投資資金を活用し、プロジェクト
の事業化を後押しする。

社内ソーシャルネット上での

製品・サービス作り（現場の声・製品への思い）

2013年10月～
強い起業家精神、サバイバル環境への適用力
グローバルコミュニケーション力を持つ人材を
社内から集め、ＮＥＣ自身のビジネスモデル変
革の推進と実行。
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Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙへの適用イメージ ②おもてなし

国籍・民族・年齢・性別などの垣根を超えて

多様な価値の共有、新たな価値を創造を支援するＩＣＴ。

世界の言語
約6000語

世界の言語
約6000語

文化・風習
の違い

文化・風習
の違い

食の好み・
異なる価値観
食の好み・

異なる価値観

ビックデータ

クラウド／

次世代ＮＷ

＆

世界を魅了する
おもてなし

世界を魅了する
おもてなし

訪日外国人に対して、行く先々での言語サポート
を行うことが可能（履歴を統計情報に活用も可）

仮説検証サイクル

・・・

機械翻訳
高度な分析・・・
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“Ｓａｆｅｒ Ｃｉｔｉｅｓ”の具現化に向けて

防災

社会ID管理

個人から施設、都市、国、地球、サイバー空間まで

あらゆるレベルで安全・安心な社会を創る。
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通常時 災害時

通信手段の確保

災害情報の配信

音楽配信

動画配信

メール

音声通話
音声通話

メール

動画配信
音楽配信

ソフトウェアで

サービス配分を
動的に変更

※SDN：Software Defined Networking

高
度
な
分
析

安否確認

避難誘導

• 衛星
• 地震計・津波計
• 温度センサ等

群衆監視

施設監視

交通監視

配
信

・
・
・

制御・誘導

自動判断

今後30年間に震度5強以上
の揺れに見舞われる確率

３ｍ以上の津波発生地域（予測）

0～0.1%

0.1%～3%

3%～6%

6%～26%

26%～

原子力発電所の立地点

出所：地震調査研究推進本部

ＳＤＮ

災害の際はあらゆる手段で人々の生命・財産を守り、被害の最小化、災害からの
早期復旧を図る。

Ｓａｆｅｒ Ｃｉｔｉｅｓ ①災害に強い社会

クラウド
次世代ＮＷ

セーフ
ティ ＆

セーフ
ティ ＆

ビック
データ ＆

クラウド
次世代ＮＷ

ビック
データ ＆
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安全・快適な移動

ネットの脅威
サイバー攻撃
ハッキング
ネット犯罪
風評・デマ・・・

都市部の混雑・
過密化
訪日観光客
ビジネス・通学
住民
交通渋滞・・・

サイバー犯罪の防止

出国出国観戦観戦移動移動入国入国

群衆の中での異常検知

“取り囲み”検知

急病人
発生？

判断支援

生体認証技術を活用したシームレスな入退場
指紋・掌・虹彩・顔・静脈・・・・

判断支援

検知・解析

マイニング
（意味解釈）

ログ収集
隠語抽出

犯罪
薬物
出会い系
自殺
・・・

ネット監視、マイニングによる予見

未然
防止へ

人口密集の中での社会活動

人の動線を妨げることなく目的地へ安心・スムーズに移動。
サイバー空間を含めてあらゆるレベルで都市の治安・秩序を守る。

Ｓａｆｅｒ Ｃｉｔｉｅｓ ②安心・安全な社会

セーフ
ティ ＆ クラウド

次世代ＮＷ
ビック
データ ＆

セーフ
ティ ＆ クラウド

次世代ＮＷ
ビック
データ ＆



Page 25 © NEC Corporation 2014

社会ソリューションが提供する４つの価値

▐ 安全： 国家から個人まで幅広い「安全」に対応

▐ 安心： 目立たないところで地球や社会を支える

▐ 効率： 持続可能な成長の実現

▐ 公平： 多様な格差や不公平の解消
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